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朝日 a b u r a y a m a y u

〜 コ ラ ム 〜

文／松原 湊

心の形（7）

さ
か
な
釣
り

           

―
　
5
　
―

絵や写真、書、詩、俳句、
短歌、川柳など、多くの
作品をお待ちしています。
ふるって応募して下さい。
お待ちしています。

《
壱
岐
新
報
川
柳
》
壱
岐
川
柳
会

　

６
月　

兼
題　
「
傘
」

　《
詩
》　
ジ
ニ
ア
　
　井
手
　
美
穂
子
　

野
田
伸
吾
　
選

母
の
日
と
日
傘
に
似
合
う
靴
を
買
う
　
　
　
　
　
　
　
洋
子

登
下
校
ら
ん
ら
ん
と
傘
お
ど
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
幸

昼
下
が
り
日
傘
が
歩
く
先
斗
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
京

五
月
晴
れ
い
な
の
孫
に
日
傘
さ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
海
秀

ビ
キ
ニ
パ
ラ
ソ
ル
ビ
ー
チ
の
花
が
競
い
合
う
　
　
　
　
　
漣

江
戸
し
ぐ
さ
傘
を
傾
け
道
ゆ
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
星
舟

あ
の
人
に
逢
い
た
い
術
の
傘
が
な
い
　
　
　
　
　
　
　
幸
子

傘
た
た
む
秘
密
ひ
と
つ
を
閉
じ
込
め
て
　
　
　
　
　
　
華
子

あ
じ
さ
い
に
ベ
ー
ル
の
傘
か
ク
モ
の
糸
　
　
　
　
　
　
知
絵

自
己
主
張
し
て
譲
ら
な
い
女
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
緋
呂
子

新
調
の
傘
を
転
が
る
音
楽
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
菜

パ
ラ
ソ
ル
に
川
面
ゆ
ら
ゆ
ら
薄
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
絹
代

傘
を
手
に
梅
雨
空
仰
ぐ
単
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絹
代

結
論
は
傘
の
雫
を
切
っ
て
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篤
世

梅
雨
最
中
女
を
隠
す
蛇
の
目
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
恵

枷
重
き
梅
雨
傘
乾
く
ひ
ま
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
篤
世

念
入
り
に
傘
の
水
切
る
告
別
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
釦

少
女
か
ら
女
へ
変
る
黒
い
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
恵

傘
借
り
て
梅
雨
の
始
ま
り
確
か
め
る
　
　
　
　
　
　
ふ
み
こ

佳
　
傘
閉
じ
て
春
の
別
れ
の
雫
斬
る
　
　
　
　
　
　
ゆ
た
か

佳
　
人
妻
と
傘
を
斜
め
に
橋
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
健
人

人
　
言
い
訳
を
胸
に
飲
み
こ
む
月
の
傘
　
　
　
　
　
　
扶
巳

地
　
傘
の
中
夢
二
少
女
の
白
い
頬
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
こ

天
　
傘
の
中
　
お
ん
な
本
音
を
語
り
出
す
　
　
　
　
　
健
人

軸
吟
　
憎
し
み
も
　
愛
も
ひ
と
つ
の
傘
の
中

玄
海
酒
造
主
催
ゴ
ル
フ
大
会
賑
わ
う

酒
販
店
や
雪
州
会
関
係
者
ら
79
人
参
加

東
京
雪
州
会
会
長
　
牧
山
康
敏

　
玄
海
酒
造
主
催
の
第
15
回
ゴ

ル
フ
大
会
が
去
る
6
日
、
名
門

コ
ー
ス
・
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
か
れ
、
関
東
地
区
の

焼
酎
取
扱
い
酒
販
店
や
東
京
雪

州
会
、
長
崎
県
人
ク
ラ
ブ
関
係

者
ら
中
心
に
79
人
が
参
加
し

た
。
今
回
も
壱
岐
、
福
岡
、
関

西
か
ら
の
参
加
者
や
、
大
会
の

常
連
と
な
っ
た
黒
江
透
修
氏

（
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
会
長
・
元
巨

人
軍
）
ら
も
駆
け
つ
け
「
ワ
ザ
」

を
競
う
な
ど
賑
わ
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
を
前
に
玄
海
酒
造

の
山
内
賢
明
会
長
は
参
加
者
に

日
頃
の
協
力
に
謝
辞
を
述
べ
る

と
と
も
に
「
こ
の
大
会
は
こ
れ

ま
で
14
回
と
も
雨
に
降
ら
れ
た

こ
と
は
な
い
の
で
今
日
も
安
心

し
て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
欲
し

い
」
と
挨
拶
。
梅
雨
時
期
だ
け

に
参
加
者
に
と
っ
て
は
天
候
が

気
が
か
り
。
だ
が
こ
の
日
も
山

内
会
長
の
予
想
ど
お
り
、
早
暁

ま
で
雨
だ
っ
た
千
葉
方
面
も
プ

レ
ー
開
始
時
に
は
雨
も
止
み
「
照

ら
ず
降
ら
ず
」
の
絶
好
の
コ
ン

ペ
日
和
に
一
同
ひ
と
安
心
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
コ
ン
ペ
だ
け

に
コ
ー
ス
で
は
右
に
左
に
走
る

人
あ
れ
ば
、
打
ち
損
ね
を
悔
や

む
人
あ
り
。
こ
れ
も
ご
愛
嬌

で
、
却
っ
て
仲
間
の
親
睦
を
深

め
る
効
果
に
も
な
る
。

　
プ
レ
ー
後
は
懇
親
会
及
び
成

績
発
表
で
賑
わ
う
。
冒
頭
、
同

社
の
山
内
昭
人
社
長
は
挨
拶
で

「
皆
様
の
ご
協
力
で
今
大
会
も
15

回
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

関
東
地
区
で
の
お
取
引
先
も
増

え
ゴ
ル
フ
参
加
者
も
多
く
な
っ

た
」
と
述
べ
、
焼
酎
取
引
関
係

者
や
プ
レ
ー
参
加
者
に
改
め
て

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
。

　
成
績
発
表
は
成
績
順
位
の
下

位
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼

び
、
順
位
が
上
位
に
な
る
に
つ

れ
悲
喜
こ
も
ご
も
の
表
情
も
強

ま
る
。
参
加
者
に
は
順
位
に
応

じ
て
同
社
の
壱
岐
焼
酎
が
渡
さ

れ
、
成
績
に
関
係
な
く
楽
し
い

1
日
を
過
ご
し
懇
親
の
和
を
さ

ら
に
広
め
た
。
ち
な
み
に
優

勝
は
外
山
吉
昭
氏
（
新
ぺ
リ

ア
・
ハ
ン
デ
ィ
方
式
で
グ
ロ
ス

９
１
、
ネ
ッ
ト
７
３
）。

＊
写
真
は
大
杉
一
雄
氏
撮
影

　
水
浸
し
の
白
長
靴
の
少
年

が
、
釣
っ
た
魚
を
家
に
持
ち
帰

る
と
、
最
初
に
歓
迎
し
て
く
れ

る
の
は
猫
た
ち
だ
っ
た
。
い
つ

も
３
匹
く
ら
い
が
家
に
住
み
つ

い
て
お
り
、
魚
の
匂
い
が
す
る

と
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

　
釣
り
を
す
る
時
も
本
命
の
魚

な
ら
「
こ
れ
は
母
の
分
」
「
こ

れ
は
父
の
分
」
な
ど
と
勝
手
に

決
め
つ
け
な
が
ら
、
小
さ
な
魚

や
雑
魚
が
釣
れ
た
ら
「
こ
れ
は

猫
用
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
…

い
ま
だ
に
そ
の
ま
ま
。

　
だ
が
、
猫
用
の
魚
を
ポ
イ
ッ

と
投
げ
て
や
る
と
争
う
よ
う
に

取
り
合
い
、
強
い
も
の
か
ら
先

に
餌
に
あ
り
つ
け
る
。
美
味
し

そ
う
に
食
べ
る
姿
は
本
当
に
気

持
ち
の
良
い
も
の
。
そ
れ
が
人

間
な
ら
尚
更
で
あ
る
。

　
当
時
は
よ
く
釣
れ
た
魚
を
七

輪
で
焼
い
て
い

た
。
炭
火
で
綺

麗
に
焼
く
の
は

難
し
い
が
、
味

は
最
高
だ
っ
た
。

母
の
指
導
を
受

け

な

が

ら

も
、

自
分
の
思
う
ま

ま
に
魚
を
裏
返

し
、
ま
る
で
気

分
は
料
理
屋
さ

ん
。
白
い
煙
と

時
々
弾
け
る
炭

の
音
、
そ
し
て

火

の

温

も

り
。

魚
の
焼
け
る
匂

い
が
庭
中
に
広

が
っ
た
頃
に
は
、

夕
食
が
楽
し
み

で
仕
方
な
か
っ

た
。

　
い
つ
も
の
事

な
の
で
、
わ
ざ

と
ら
し
く
さ
え

感
じ
ら
れ
る
こ

と

も

あ

る

が
、

皆
が
頭
を
縦
に

振
り
な
が
ら
、
「
う
ん
、
美
味

し
い
」
と
口
々
に
発
す
る
の
を

見
る
の
が
好
き
で
、
い
ま
だ
に

魚
を
料
理
す
る
の
も
好
き
な
の

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
い
つ
も
の
父
の

武
勇
伝
が
は
じ
ま
り
、
飽
き

も
せ
ず
耳
を
傾
け
憧
れ
を
抱

い
た
。
魚
が
引
っ
ぱ
る
様
子

を
「
グ
グ
グ
グ
グ
」。
糸
が
切

れ
る
音
を
「
バ
チ
ン
」。
大
物

を
抱
え
上
げ
る
姿
を
体
全
体

で
表
現
。
食
卓
は
笑
顔
に
包

ま
れ
て
い
っ
た
。

　
つ
い
に
骨
だ
け
に
な
っ
た
魚

は
、
粗
末
な
皿
に
乗
せ
ら
れ
庭

に
置
か
れ
た
。
窓
を
開
け
て
見

る
と
猫
た
ち
が
集
ま
り
、
同
じ

よ
う
に
笑
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

初
夏
を
彩
る

ジ
ニ
ア
　
ジ
ニ
ア
　
ジ
ニ
ア

別
名
『
百
日
草
』

巨
大
輪
系
　
大
輪
系
　
小
輪
系
エ
ト
セ
ト
ラ

色
は
豊
富

レ
ッ
ド
　
ピ
ン
ク
　
イ
エ
ロ
ー
　
ホ
ワ
イ
ト

ク
リ
ー
ム
　
パ
ー
プ
ル

花
期
が
長
い

ジ
ニ
ア

百
日
草
　
に
想
い
を
・
・
・

ジ
ニ
ア
を
愛
で
て
い
る
と

元
気
が
・
・
・

ジ
ニ
ア
の
花
言
葉
は

『
幸
福
』

あ
な
た
に
魅
了
さ
れ
て
・
・
・

改
正
離
島
振
興
法
、
可
決
成
立

国
の
責
務
の
明
記
、
定
住
促
進
な
ど
を

骨
子
と
す
る
抜
本
改
正
が
実
現

全
離
島
事
務
局

　
平
成
24
年
６
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
参
議
院
本
会
議
に
お
い

て
、
「
離
島
振
興
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
同
法
は
平
成
35

年
３
月
末
日
ま
で
10
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
同
法
は
昭
和
28
年
、
超
党
派

の
議
員
提
案
に
よ
り
10
年
間
の

時
限
法
と
し
て
成
立
、
以
来
五

度
に
わ
た
っ
て
改
正
・
延
長
さ

れ
て
き
た
。
現
行
法
は
平
成
25

年
３
月
末
日
で
時
限
を
迎
え
る

た
め
、
第
１
８
０
回
通
常
国
会

で
の
可
決
成
立
が
必
須
と
さ
れ

て
い
た
。

　
全
国
離
島
振
興
協
議
会
を
は

じ
め
関
係
四
団
体
で
は
、
離
島

の
実
情
に
即
し
た
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
法
改
正

延
長
を
政
府
・
国
会
に
対
し
て

繰
り
返
し
要
望
、
そ
れ
を
受
け

て
国
会
で
は
、
平
成
23
年
11
月
、

関
係
七
党
（
民
主
党
・
自
由
民

主
党
・
公
明
党
・
み
ん
な
の
党
・

共
産
党
・
社
会
民
主
党
・
国
民

新
党
）
の
代
表
者
か
ら
な
る
「
離

島
振
興
法
改
正
に
向
け
た
与

野
党
実
務
者
会
議
」
を
組
織
、

十
四
回
に
わ
た
っ
て
議
論
を
積

み
重
ね
、
６
月
15
日
の
衆
議
院

本
会
議
に
法
案
が
緊
急
上
程
さ

れ
て
全
会
一
致
で
可
決
、
参
議

院
へ
送
付
さ
れ
て
い
た
。

改
正
離
島
振
興
法
の
概
要

　
改
正
法
は
、
十
四
ヶ
条
が
新

た
に
加
わ
り
、
計
三
十
六
ヶ
条

構
成
と
な
っ
た
。
今
号
で
は
、

そ
の
要
点
に
つ
い
て
報
告
し
て

お
き
た
い
。

１
、
目
的
規
定
の
充
実

①
島
の
国
家
的
国
民
的
役
割

の
明
確
化

　
離
島
が
我
が
国
及
び
国
民
の

利
益
の
保
護
・
増
進
に
担
う
重

要
な
役
割
を
規
定
。

②
離
島
の
置
か
れ
た
現
状
と

背
景
の
明
確
化
　

　
人
口
減
少
の
長
期
継
続
、
高

齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、
他
の

地
域
に
比
較
し
て
厳
し
い
自
然

的
社
会
的
条
件
下
に
あ
る
旨
を

規
定
。

③
離
島
振
興
の
目
的
の
拡
大

　
人
の
往
来
・
生
活
物
資
等
の

輸
送
に
関
す
る
費
用
が
他
の
地

域
に
比
較
し
て
多
額
で
あ
る
状

況
の
改
善
、
産
業
基
盤
・
生
活

環
境
等
に
関
す
る
地
域
格
差
の

是
正
、
地
域
間
交
流
の
促
進
、

無
人
島
の
増
加
や
人
口
の
大
幅

減
少
の
防
止
、
定
住
促
進
を
図

る
旨
を
規
定
。

２
、
基
本
理
念
・
国
の
責

務
の
新
設

①
基
本
理
念

　
離
島
の
国
家
的
国
民
的
役
割

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

厳
し
い
自
然
的
社
会
的
条
件
の

改
善
、
交
流
の
促
進
、
無
人
島

増
加
や
人
口
の
大
幅
減
少
の
防

止
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を

旨
と
し
て
施
策
を
講
ず
る
、
と

し
た
。

②
国
の
責
務

　
基
本
理
念
に
則
り
、
施
策
を

総
合
的
・
積
極
的
に
講
ず
る
国

の
責
務
を
規
定
。

３
、
実
施
体
制
の
強
化
等

①
主
務
大
臣
の
追
加

　
現
行
の
三
大
臣
に
加
え
、
厚

生
労
働
・
文
部
科
学
・
経
済
産

業
・
環
境
の
四
大
臣
を
新
た
に

主
務
大
臣
と
し
て
規
定
。

②
国
土
審
議
会
へ
の
報
告

　
毎
年
、
講
じ
た
施
策
に
つ
い

て
主
務
大
臣
が
国
土
審
議
会
に

報
告
す
る
旨
を
規
定
。

４
、基
本
方
針
・
振
興
計
画
・

基
本
的
施
策
の
充
実

①
基
本
方
針
・
振
興
計
画
の

充
実

　
就
業
、
介
護
、
自
然
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
材
に
関
す
る

項
目
を
新
設
。

　
人
や
物
の
移
動
費
用
の
低
廉

化
、
妊
婦
通
院
・
出
産
支
援
、

修
学
支
援
、
防
災
・
地
震
対
策

を
明
記
。

　
都
道
県
の
振
興
計
画
に
つ
い

て
、
離
島
市
町
村
の
要
請
に
よ

る
策
定
、
住
民
意
見
を
反
映
さ

せ
る
措
置
を
明
記
。

②
基
本
的
施
策
の
充
実

　
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
交
通
、

情
報
通
信
、
産
業
、
就
業
、
生

活
環
境
、
教
育
、
文
化
、
観

光
・
交
流
、
自
然
環
境
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
防
災
に
関
す
る
ソ
フ

ト
施
策
の
充
実
を
規
定
。

５
、財
政
・
税
制
上
の
措
置
、

離
島
活
性
化
交
付
金
等
の

交
付

①
財
政
上
の
措
置
等
、
公
共

事
業
予
算
の
明
確
化
に
つ
い
て

の
特
別
の
配
慮

②
離
島
活
性
化
交
付
金
等
の
交
付

　
ソ
フ
ト
施
策
の
充
実
を
図
る

た
め
、
都
道
県
が
作
成
し
た
離

島
活
性
化
交
付
金
等
事
業
計
画

に
基
づ
く
事
業
等
の
実
施
に
要

す
る
経
費
と
し
て
新
た
に
交
付

金
の
創
設
を
明
記
。

③
法
律
の
目
的
の
達
成
に
資

す
る
た
め
の
税
制
上
の
措
置
等

６
、
離
島
特
別
区
域
制
度

の
整
備

　
地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し

た
振
興
を
図
る
た
め
、
離
島
特

区
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
旨

を
明
記
。

７
、
そ
の
他

　
財
政
確
保
、
防
災
の
た
め
の

財
政
措
置
、
特
に
重
要
な
役
割

を
担
う
離
島
の
保
全
・
振
興
の

検
討
、
医
療
法
及
び
高
校
標
準

法
の
一
部
改
正
等
を
附
則
に
規

定
。
離
島
活
性
化
交
付
金
制
度

の
積
極
的
活
用
、
離
島
航
路
・

航
空
路
支
援
や
離
島
特
区
制
度

に
つ
い
て
の
新
法
整
備
の
検
討

等
を
附
帯
決
議
と
し
た
。

※
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
機
関
誌

「
し
ま
」
2
3
0
号
よ
り


